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本章では、前章でのべたアンビエント・インテリジェンスの銀界を解決するために、物体の Icapability J 
に注目し、..Capability Ontology"を開発することで、人間のアフオーダンス理論と同じ概念でロボットのた
めの物体取り扱いのデータベースを開発した。
ここでは、幾つかの事例を上げながら、開発した情報処理システムの有効性を示すとともに、情報のあり
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方について議論を行った。
第4章:結論
各章を総括し、本論文のまとめと、今後の展開について述べた。
審査の結果の要旨
本論文は、人間と共生するロボットについて、分散配置されたロボットの形態に合わせた情報の分散のあ
り方と、さらには人間のアフオーダンスと同じ仕組みを用いた理論を構築し、幾つかのシステムを用いて実
記iを行ったものである。
そのコンセプトとロボットを用いた実証例は、十分な国際会議発表、さらには査読付論文への掲載など、
その成果は博士の資格に十分と言える。
平成 24年5月31日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。論文自体の内容、学位論文提出の要件である
Journal論文の査読結果についても、博士論文として十分であると認められることから、学位論文審査委員
全員によって、合格と判定された。
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
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